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去る 5月 28日、東京において JVPF 第九回総

会が開催されました。JVPF 活動開始から 15 年

目となった 2015年度はベトナムの南部解放・統

一 40 周年、ベトナム社会主義共和国建国 70 年

の年でもありましたので JVPFにとっても、4月

30日の記念日への訪問団派遣など重要な 1年で

した。 

各地でも埼玉ＪＶＰF の中部クアンナムでの

『仁愛の家』寄贈と訪問、福岡 JVPFの「長崎原

爆 70 周年写真展」（ハノイ大学で）開催、鹿児

島 JVPFの「鹿児島・ベトナム平和と文化交流の

集い、広島 HVPFの「ベトナム解放 40周年記念」

訪問団及び「被爆 70年“ピース”チャリティー

コンサート／ベトナムと日本 ～心で奏でる伝

統楽器～」、そして締めくくりとして JVPF 訪問団が

ラオドン省・ハザン省・タイビン省を訪問し奨学金

支援、枯れ葉剤被害者調査・慰問をおこなってきま

した。 

 

●ハザン省訪問は、少数民族学生の状況調査が大き

な目的でした。この調査を受け第九回総会ではハザ

ン省の少数民族出身中学校での奨学金支援の具体化

を図ることを決めました。（詳細は４ページ） 

●2007 年に開校した村山記念ＪＶＰＦ日本語学校が

今年の 9 月

に 10 年目

を迎えるこ

とになりま

した。幾多

の存亡の困

難がありま

したが、立

ち上げ時の全労済様の基金、会員の皆様の育英奨学 

 

 

金、協和化学工業株式会社様の援助金によって現在

に至りました。10 周年を記念し現地でお祝いの行事

を行うことも決定しました。 

●枯れ葉剤爆弾被害者支援とそのためのベトナムア

ンサンブルチャリテイーコンサートはJVPFの設立理

念と活動の柱として継続していくことを確認しまし

た。 

●また、JVPF の活動の安定化を図る為、会員拡大を

進めることも確認しました。 

 

2019年の JVPF20周年に向けて、日越の相互交流を

一層すすめていきたいと思います。                     

２０１６年６月 

              理事長 大西繁治 

 

 

 

 

 

～JVPF第九回総会開かる～ 

最後の秘境ハザン省で少数民族学生奨学金を開始 

 
 

本号の内容 
●第九回総会報告 
●ハザン省奨学金支援の呼掛け 
●各地の活動／広島 HVPF の活動に学ぶ

/200 万人餓死事件の跡を視察 
●短信 
 

北部ハザン省のヴィスエン郡少数民族出身中学校で。授業風
景。（2015・12・23／JVPF 訪問団） 

 

第九回総会 
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２０１５年度事業報告 
                          

【組織活動】―要旨  

１、2015 年度は JVPF活動開始 15年目（結成 1999年）

となりました。同時にベトナムの南部解放・統一４

０周年、ベトナム社会主義共和国建国７０年の年で

もありましたので 2015 年 4 月 JVPF 記念訪問団を派

遣してきました。 

２、日本の終戦 70周年は同時にベトナムはじめアジア

諸国の解放７０周年でもあり、ベトナムは建国 70 周

年として祝いの年でした。 

ベトナム共和国建国７０周年記念宴会、グエン・フ

ー・チョン・ベトナム共産党中央執行委員会書記長

の訪日に合わせた「アジアの平和と繁栄を目指して

～越日関係の発展ビジョン」講演会、越日友好協会

ビン副会長が訪日、ハノイ市友好委員会代表が訪日

など参画してきました。 

３、同時に、各地で解放 40 周年に関連し多彩な活 

動も行われてきました。 

埼玉ＪＶＰF の中部クアンナムを訪問、福岡 JVPF の

「長崎原爆７０周年写真展」（ハノイ大学）、鹿児島

JVPFの「鹿児島・ベトナム平和と文化交流の集い」、

広島 HVPF の「ベトナム解放 40 周年記念」訪問団及

び「被爆７０年“ピース”チャリティーコンサート

／ベトナムと日本 ～心で奏でる伝統楽器～」などが

行われました。 

４、組織の強化発展のための活動について 

会員拡大の確認――略 

５、懸案でした村山記念日本語学校の新規事業「ハノ

イ・留学センター」は準備段階ながら活動を開始。 

 

【事業】 

１、教育支援事業（１）――少数民族出身高校生及び

貧困学生奨学金支援 

現在、広島ベトナム平和友好協会がクアンチ省、鹿

児島ＪＶＰＦがラムドン省で継続中、社団法人・時

遊人がニンビン省で行ってきていた支援事業は任務

を終え終了。 

新規に調査を要請されたハザン省少数民族学生支援

については昨年冬の訪問団で調査を行い、検討を約

束してきており、2016 年度事業として相談。 

 

 

２、教育支援

事業（２）

――村山

記念ＪＶ

ＰF 日本

語学校 

2014年秋か

ら経常運営

が赤字から脱却。これには協和化学株式会社様より

頂いた寄付金が大きく寄与。 

３、国際協力事業（１）―― 枯葉剤被害者支援の 

ための活動 

遅れていました追跡記録ＤＶＤ第３版が昨年 9 月に

完成。戦争被害者が忘却され「棄民」とされないよ

う上映、講演などの活動を。 

同時に、広島の HVPF、埼玉 JVPFの活動と提携し、現

地での慰問・調査活動を継続。特に埼玉 JVPFの平松

伴子・副会長が中心となり進めてきましたクアンナ

ム省での『仁愛の家』（１軒＝３０～４０万円）寄贈

の活動は２０軒へ。 

４、国際協力事業（２）――枯葉剤爆弾被害者へ 

の「自立支援プログラム」 

２０１５年１２月に慰問し衣服など届ける。タイビ

ン・リハビリ施設は JVPFの活動の柱として可能な

支援を。 

また、１２月のタイビン訪問時に枯葉剤被害者追跡

DVD第３版のタイトルにもしました「トア」と「トゥ

オン」を慰問。 

５、国際協力事業（３）――ベトナム民族アンサ 

ンブルチャリテイコンサート 

昨年は記念すべき 20回目（20年目）を行う。昨年は

国立ボンセン歌舞団から協力の申し出がありその選

抜グループとして来日。 

１０月１５日から、１２回のチャリティコンサート、

２回の友情演奏会（小学校、保育園）、2 回の慰問行

事参加（フクシマ原発被害者、広島被爆７０年）を

行う。来場者は約３，０００人、チケット購入協賛

者は５０００人ほど。 

６、国際交流事業（１）――いけばなデモンスト 

レーションなど文化交流 

第九回総会報告 
５月２８日、東京で第１７回理事会に引き続き、第九回総会を開催しました。開会冒頭に村山会長は「東ア

ジア平和フォーラムが開催され、平和と繁栄のために日本への期待が大きい。習近平主席は『覇権は求めな

い。アジアの繁栄のために努力する』と述べた。日本と中国、日本とベトナムの関係維持が重要です」挨拶

されました。議案の提案では「９月末までに最低１名以上の会員拡大」を各地・県で努力することが強調さ

れました。 

 総会討論では、「ベトナム訪問時にランドセルを持っていって欲しい」「会員拡大はコンサートに関わっ

た人への呼掛けを」「ネットの活用、ＪＶＰＦ紹介リーフの作成を」や枯葉剤被害者への「仁愛の家寄贈」

などの活動が報告されました。総会終了後、恒例の「懇親会」がファム・クアン・フン一等書記官を迎えて、

和やかに行われました。 

挨拶を頂いたファム・クアン・フン一等書記官 
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いけばな交流はここ数年開催できず。 

７、国際交流事業（２）――小中学生夏季日本語研 

  修 

実現できず。 

８、国際交流事業（３）――文化・スポーツ交流 

実現できず。 

９、その他の事業（１）――会員及び企業の事業及 

び事業展開への「情報提供の事業」 

活動はできず。 

                                
２０１6 度事業計画 

 

【組織活動】  

１ 、 2016

年 度 は

JVPF 活動

開始 16 年

目 （ 結 成

1999 年）。

「 ア ジ ア

の 平 和 な

く し て ベ

ト ナ ム の

発展もない」という立場で日越の一層の友好活動に

努めたい。 

２、組織の強化発展のための活動について 

 ①認定 NPOへの行の件は、条件が整うよう努めたい。 

②組織拡大――活動の基礎である会員拡大に努める。 

同時に支部作り、あるいは友誼的団体との提携を。 

③会報（ホアビンレポート）を２回発行、会員連絡

報を２回、常任理事会は３回開催を。 

３、留学生紹介斡旋事業を村山記念日本語学校と提携

し、軌道に乗るよう努力。 

【事業】 

１、教育支援事業（１）――少数民族出身高校生及び

貧困学生奨学金支援 

①北部ハザン省での支援事業の具体化。 

２、教育支援事業（２）――村山記念ＪＶＰF 日本 

語学校 

 ①日本への留学生増を受けた「留学センター」（仮 

称）の活動について具体化。 

 ②現在、学校は通常の日本語教育事業の他、年少者 

への日本語ボランテイア、JAICA 委託事業、高校で 

の出前日本語講座など岐にわたる活動をより促進。 

 ③2007年 9 月開校の日本語学校は今年の 9

月から 10年目に。祝賀行事を 2016年

4 月にホーチミン市で開催予定。 

３、国際協力事業（１）――枯葉剤被害者支

援の活動 

①戦争被害者への支援活動を継続。 

②特に、ベトナムの貧困地域である山岳地

帯や少数民族生活地域での支援を工夫。 

４、国際協力事業（２）――枯葉剤爆弾被害 

 者への「自立支援プログラム」 

①自立の気持ちが強い障害者を「一人でも」支え 

ていくことを検討。 

②ベトナム側の被害者への援助の全体像についての

政策や施設の状況について調査。 

③このため枯葉剤被害追跡記録 DVD をキャンペーン

として活用。 

５、国際協力事業（３）――ベトナム民族アンサンブ

ルチャリティーコンサート 

①プログラムの工夫や協力の申し出、ベトナム側で

の関心の高まりなどあるので、今年度も開催。 

②一方、年々開催が困難になってきている状況もあ

るので再考が必要。 

６、国際交流事業（１）――文化、スポーツなどの 

分野での交流 

①諸テーマでの交流の可能性を検討。 

７、国際交流事業（２）――小中学生夏季日本語研 

 修 

①村山学校日本語修学学生に限らず、今後とも可能

性を検討。 

８、その他の事業（１）――会員及び企業の事業及 

び事業展開への「情報提供の事業」 

①各分野での相互交流、調査活動などに寄与。 

 
２０１6度役員 
 

総会では 7 人の理事の退任と 5 人に新任理事の承認が

なされ、今期の理事は 38人、監査 1人となる。 

理事の互選による主な職務は以下のとおり。 

《主な職務》 

会長：村山富市 

 副会長：佐藤晴男、川渕映子、松浦正美、赤木達男、

山下茂 

 理事長：大西繁治 

 副理事長：鎌田篤則、金光秀人 

※当会の代表は大西繁治理事 

監査：田中秀樹 

《退任された理事》 

今井貴、岡田嘉久、冨岡勉、冨山栄子、星野光敏、

桝野金治郎、岡田新一 

《新任された理事》 

渡辺美里、山口菊子、石毛茂、齋藤健市、 

梶川美佐男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
              
               
               

                
                      

 

               
                      
 

       
           

              

 
  

 

挨拶をする村山富市会長/中央 

 

 ２０１５年度活動計算書 
Ⅰ経常収益                3,058,618 
Ⅱ経常費用                3,063,046 
当期経常増減額      -4,428 

前期繰越正味財産額     -123,809
 次期繰越正味財産額    -128,237 
 
 ２０１６年度活動予算書 
Ⅰ経常利益         2,945,000 
Ⅱ経常費用         2,780,000 
 当期経常増減額         165,000 
 前期繰越正味増減額     -128,237 
 次期繰越正味増減       36,763 

 

 ２０１５年度貸借表 
Ⅰ資産の部              
1,流動資産              307,692 
現金預金                25,192 

未収金                282,500 
2,固定資産                     0 

Ⅱ負債の部 

1,流動負債              435,929 
2,固定負債                     0 

Ⅲ正味財産の部 

前期繰越正味財産額    -123,809
 当期経常増減額         -4,428 
正味財産額             -128,237 
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2005 年 9 月から北部ハタイ省で開始されました少数民

族出身学生奨学金支援活

動はＪＶＰF の教育支援

協力活動として、フート

省、ニンビン省、クアン

チ省、ラオドン省等へと

広がり現在に至っていま

す。 

今回、ベトナム友好委員

会連合の提案を受け、北

部ハザン省で少数民族出

身中学生を調査し奨学金

支援活動を開始すること

になりました。 

第一期 10 人を 4 年継続、第四期まで延べ人数 40 人、

足掛け 8年のプロジェトとなります。 

ハザン省はハノイから 310ｋｍ、ベトナムの遺された秘

境と言われ、少数民族中心の省で、ベトナム全土で 9

割を占めるキン族（ベト族）が少数で 22の民族から構

成される省です。 

対象となる Vi Xuyen 郡少数民族中学校（4年制）では

全校 250 人中 34％が貧困家庭に属しています。ベトナ

ム政府による貧困基準は 1 人当たり月平均収入

400,000VND≒約 2000 円（ベトナム、農村部）以下で、

2015 年段階では農村部の 17.4%（ベトナム全土）が該

当しますが、ハザン省の対象中学 

校はこれより大幅な貧困率となっています。 

 

 
Ha Giang 省 Vi Xuyen 郡の 

少数民族学生の情報 

        作成日：2016年 3月 

 

１、学校概要 

  ①学生数と学生民族構成 

   ――図表参照―― 

  ②先生及び職員の数 

合計：３０人 

・教育委員会：３人 

・少年少女指導責任者：１人   

・教師：１７人 

・職員：９人（経理１人、庶務 

１人、経理補佐１人、設備管理

１人、保健１人、警備１人、調

理３人） 

２、両親 

  ①職業の構成 

――９４％農業、６％は行政公

務員 

  ②収入の平均および貧困層のパー

セント 

――平均収入、１ヶ月当たり 

1,083,000VND（≒5,415 

円）×家族労働人数 

       ※両親労働の場合 

2,166,000VND 

――250 人中 85 人（34%）が貧

困家庭。うち 1 人は孤児、

12人が片親の家庭。 

      ※ベトナム政府による貧困

基準は 1 人当たり月平均収

入 400,000VND（ベトナム、

農村部）以下で、2015 年段

階は農村部の１７.4%（ベト

ナム全土）が該当。 

３、中学校へ入学している学生につい 

て 

  ①同年齢の何パーセントが寄宿学

校にきているか。 

――Vi Xuyen 郡の同年齢の９

４％学校に来ている。 

  ②高校に行くのは何パーセントか 

――高校寄宿学校へ進学して

いるのは９５％ 

４、学校での経費について 

  ①学生 1人当たりの学校の費用（生

活費、教材費、他）はいくらか 

――基本経費：920.000VND（≒

4,600円）（１人当たり、月

額、1 日３食）補償。最低

賃金８０％に相当。 

――他の経費：１年間に生活や

勉強のために 

1,500,000VND 支給（1 人

当たり）制服１着、防寒服

１着、布団１組、文房具、

生活品など 

――特別な経費：学校行   

事や優秀学生への 

ボーナスなど 

②政府の学費 援助は学  

 生 1人当たりいくらか 

――学費は全額無料 

５、奨学金支援についての  

希望は何か 

①成績の良い学生を 

対象。彼らはほとんど貧困家庭

出身。 

②奨学金希望額は１ヶ月 

300,000VND（≒1500円）から 

500,000VND（≒2500円）。 

③1 年次に奨学金対象者を決めて、

4年間継続を希望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Khốilớp 
クラス 

Toàn trường 
全校 

BốY 
ボイ 

Dao 
ザオ 

Giáy 
ザイ 

Hmông 
モン 

Hoa 
ホア 

Kinh 
キン 

Nùng 
ヌン 

Pu Péo 
プぺオ 

Tày 
タイー 

TS 
合計 

Nữ 
女性 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

SL 
人数 

Khối 6 
６年生 

66 42 1 24 3 8 2 1 3 1 23 

Khối 7 
７年生 

64 38 0 26 1 9 2 0 5 1 20 

Khối 8 
８年生 

61 42 2 28 0 12 0 0 4 0 15 

Khối 9 
９年生 

59 42 0 26 1 13 0 1 8 0 10 

Tổngộng 
合計 

250 164 3 104 5 42 4 2 20 2 68 

ハザン省・少数民族中学校レポート 

 

ハザン省 
● 

ハノイ 

寄宿舎の部屋は８人部屋 

※キン族（ベト族）の子らもハザン省では少数で、少数民族中学校で学んでいる。 
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【２０１５年度活動報告から】要旨 

東広島市に事務局を置く広島ベトナム平和友好協

会（JVPF 副会長でもある赤木達男さんが専務理事）

は 2015 年を「歴史的な節目の年」として、通年事

業に加え、「戦後 70 年」を迎えた日本、「解放 40 周

年」を迎えたベトナム、ともに「歴史的な節目の年」

に当たり「３つの記念事業」（“ベトナムがく”しみん

講座、被爆 70 年“ピース”チャリティーコンサート、

「ベトナム解放 40 周年」記念訪問団）を取り組む。 
――この一年間、「広島アセアン協会」との相互加盟

や「ひろしま国際交流サミット」「東広島国際化推

進協議会」の助成をいただき取り組んだ「被爆 70
年“ピース”チャリティーコンサート」を通して、

東広島ユネスコ協会をはじめ多くの国際交流団体

や市民活動団体との連帯・連携を深めた。 
――「国際学術研究都市」を標榜する東広島市の外国

籍市民数が、昨 2015 年 10 月、初めて 5 千人の大

台に乗った。とくにベトナム国籍を持つ市民が、

2005 年の 71 名から 464 名へと大幅（6.5 倍）に

増加したことなど、一層の国際交流活動推進に向

けた「節目」の年になった。 
■２０１５年度の３つの「記念事業」 

①“ベトナムがく” しみん講座 

「戦後 70 周年」「被爆 70 周年」を迎える日

本、「ベトナム建国 70 周年」

（9 月 2 日）、「ベトナム解放

40 周年」（4 月 30 日）を迎

えるベトナムと、共に「歴史

的な節目の年」に当たり、ベ

トナムとの相互理解を深め

市民レベルでの交流を推

進することを目的に、「ベ

トナムがく」《ベトナムについて楽しく学び、

友好の花を萼（がくす）》を、智を求めて集い、

お互いを支え合い、国際人を志す「しみん講座」

として、下記の講座を開催。 
 「“ベトナムがく” しみん講座」は 2016 年度も

《日本とベトナムの交流～過去・現在・未来》

《ベトナムってどんな国？》《ベトナムの歴史

と文化の夕べ》《ベトナム料理（ﾍﾞﾄ味）》《日本･

ベトナムの役割》をテーマで計画されている。 
第３講座（ベトナムの歴史と文化の夕べ）には、

枯葉剤被害者グエン・ドクさんの招聘を計画。 

 

 

②「被爆 70 年“ピース”チャリ  

ティーコンサート」～ベトナム 

と日本～心で奏でる伝統楽器 

「被爆 70 周年」「戦後 70 周年」  
「平和・非核兵器都市東広島市 
宣言」を発して 30 年という「歴 
史的な節目の年」に当たり平和 
への願いを結び合うコンサー 
トに 607 人が集う。 

 
③「ベトナム解放 40 周年記念訪問団」派遣（第

10 次平和友好訪問団） 
2009 年から始まった訪問団は、2015 年 10

月に第 10 次訪問団を実施。クアンチ省少数民

族寄宿高等学校「奨学金授与式」、他、少数民

族村への「医療器具支援」活動として東広島地

区医師会の協力で資機材の寄贈も行う。 
■教育支援プログラム「高校生奨学金 10ＵＳ㌦」支援 

活動 ～累積 700 万円相当～ 
2009 年の「第１期奨学生」から本年度入学の「第

７期奨学生」まで、延べ 140 名に、総額 5 万 7600
㌦（700 万円余）の奨学支援を行う。第１期～第

４期までの 80 名が優秀な成績で卒業し、大学 30
名、専門学校 50 名と全員が進学。今後、古書を

活用した「奨学支援基金積立」を準備。 
■第 8 回「テトを祝う会」～過去最高の 195 人が集う 

■その他の交流活動 ～ひと・まち発見講座～ 

2013 年から市教委に依頼されている「東広島市生

涯学習システムモデルプログラム「ひと・まち発

見講座」を実施。 
世界の食文化を通じて異文化を体験する第１講座

《“つくってヴィ ヴェ”  “味わってンゴン” ベト

味講座》《ＨＶＰＦ活動紹介と気軽に国際交流に

ついて考える講座》《ベトナム留学生や国際大学

生の企画による「エンジョイ・カルチャー・タイ

ム」など多彩な企画に、市民･学生参加者が毎年増

えている。 
■会員と組織 

①現在、個人会員 60 人、法人会員 12 を数える。 
役員にも、名誉顧問：藏田義雄（東広島市長）、  
越智光夫（広島大学学長）、焼廣益秀（広島国際 
大学学長）、野村正人（近畿大学工学部工学部長）、 
木原和由（東広島商工会議所会頭）、山崎数正（東 

活動紹介－2009 年 6 月設立以来、多彩な活動を続けてきている広島ベトナム平和友好協会（HVPF）
は今、設立 10 周年に向けた活動のバージョンアップを図っています。今回、去る 6 月 19 日開催された
HVPF 第 8 回総会議案から活動の一端をご紹介し、その経験を共有したいと思います。 

 

しみん講座で。岩本功さん 

「テトを祝う会」の模様 

講座 開催日時 内容 講師 受講生 

第 1 7 月 19 日（日） 
・記録映画の「花はどこへいった」 
・講演「今なお続く枯れ葉剤被害」 

岩本功・国際医療協力山口の会会長、
周南記念病院名誉院長 37 人 

第２  
9 月 6日（日） 

・ベトナムってどんな国（歴史＆日本との関わり） 
・特別報告「地震後のネパール～現状・課題・支援」 

・小倉亜沙美・広島大学平和科学研究
ｾﾝﾀｰ助教 
・ルニ・ピア（ネパール人）広島大学
国際協力研究科・準教授 

28 人 

第３ 11 月 1 日（日） 被爆７０年“ピース“チャリティーコンサート 
（東広島ユネスコ協会などと共催） 

ﾍﾞﾄﾅﾑ民族ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ、ﾊｲﾁｭｳ、和楽器演奏
家（光原大寿、中島裕康、佐藤圭将） 607 人 

第４ 12月 20日（日） ・ベトナム料理《ベト味》講座 張富裕子さん（アプサラス店長） 24 人 

 

2015 年度実施された「“ベトナムがく”しみん講座」 
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広島地区医師会会長）、会長：河内昌彦（広島県 
リハビリテーション協会会長・ときわ台ホーム 
施設長）が就かれ、理事にも企業、行政、教育、 
医療、農業など幅広い分野から就任されている。 

②「ひろしま国際交流サミット」、「東広島市国

際化推進協議会」に参加。「ひろしま国際交流

サミット」から 30 万円の助成交付を、「東広

島市国際化推進協議会」からも 5 万円の助成交

付を受ける。（文責：JVPF）

 

ベトナム２００万人餓死を考える  
                            渡辺美里 

私にとって、今回のツアーで一番苦労し、一番心

配したのは、「200 万人餓死事件」の現場を訪ねる企

画です。この企画をベトナムプロジェクトに出した

ら、ふぇみん 70 周年、戦後 70 周年の今しかできな

い企画、ということであっさり了承されました。さ

て、どこへ、どうやって行くか？ 
毎年「枯葉剤被害者支援コンサート」のチケット

の販売などで協力している JVPF（日本ベトナム平

和友好連絡会議）が設立したリハビリセンターがタ

イビン省にあるので、合わせて訪問することにして、

JVPF に相談を持ちかけました。JVPF は越日友好

協会へ、そこからタイビン省友好委員会に依頼して

くれ、このツアーが実現しました。 
JVPF の元会員である黒川吉衛さんもご紹介いた

だいて、さっそく連絡を取り著書「ベトナムー国家

とは、愛国とは」

をお送りいただき

ました。元日本軍

兵士だった黒川吉

衛さんは、道端に

倒れた数多くの死

者を目撃し、後

にそれが日本軍

の収奪による餓死者だったことを知りました。罪

責からベトナムを訪れ、幼稚園を支援し、平和の

ために活動し、93 歳になる今も学校で証言を続け

ておられます。黒川さんの人柄と活動には勇気を

いただきました。 
さて当日、タイビン省中心部でタイビン省 

友好委員会の方との話し合いを行い、昼食

の席で「祖父のきょうだい 7 人のうち、5
人が餓死しました」「家族のうち 13 人が餓

死しました」ベトナムタイビン省友好委員

会会長と副会長の言葉です。直接語られる

当事者の言葉は、胸に迫りました。 
タイビン省博物館には、ヴォー・アン・

ニン氏撮影の、正視するのが辛い当時の写

真が数多く残されています。これは、早乙

女勝元さんの「ベトナム 200 万人餓死の記

録」に載っている写真でした。早乙女さん

が訪問した時には、「まだ何も整備されて

いない」と書かれていましたが、今は立派

な博物館になっています。 
次に餓死者の多かったタイビン省タイ

ルオン村を訪問しました。この村では村民 
の約 3 分の 2 にあたる 3968 人が餓死した 

 
と記録されているそうです。村の一集落であるルオ

ンフーでは 280家族 1379人中 594人が餓死したと、

グエン・タン先生がベトナム語の本を示しながら報

告してくれました。タン先生は 1992 年から日越共

同の調査に参加した当事者でした。餓死の原因とし

ては、洪水などの天候不順があげられるが、日本へ

の供出用と軍の備蓄用に強制的に廉価に買い取られ

たことだ、とタン先生は話しました。 
見渡す限りの広大な水田が広がるこの地域で、そ

れだけ多数の餓死者が出たのは、収奪の厳しさが推

し量れます。やはり現地を訪れることで、リアルに

想像できます。「戦時中に『外米』を食べた。その頃

はベトナムの状況を知らなかった。申し訳なかった」

と参加者の発言があり、ベトナムからの留学生が「子

どもの頃、おなかがすいた、と泣くと、45 年の餓死

のことを考えなさい、と叱られた」と話していたの

を思い浮かべました。         2016/7/7 記 

報告 JVPF の活動の仲間である「ふぇみんベトナムプロジェクト」の皆さんは、「2016 年ベトナムツア
ー」でタイビンを訪問され、200 万人餓死事件跡を視察されました。 

報告書を見せて話すグエン・タン先生 

掲示板 
◆埼玉 JVPF は 8 月 1 日から、ハノイ、クアンナム訪問団派遣 

◆鹿児島 JVPF は、ラオドン省の少数民族出身高校生奨学金の 2016

年度サポーターを募集中。 

 【問合先】FAX:０９９―２６３―６７３２ 

      E メール:srnosaki@io.ocn.ne.jp 

◆広島の HVPF は 10 月 21 日に、ツーズ―病院のドクさんを招聘し

「枯葉剤被害者として生まれ、父親として生きる」をテーマに講演を

計画。同時に、10 月 24 日から「第 11 次平和友好訪問団」を予定。 

◆2016 秋 JVPF 友好訪問団は、少数民族学生奨学金支援（ラオドン

省、ハザン省）と枯葉剤爆弾被害者調査慰問（ハザン省）で 11 月下

旬を予定。 

◆村山日本語学校 2016 夏期研修で 22 人来日。7 月 12 日から。 

◆村山記念ＪＶＰF 日本語学校開設 10 周年記念行事を 2017 年 4 月

に予定。詳細は 9 月に案内。 

2016 ベトナムアンサンブル公演日程調整表(7 月 1 日) 
2016 年度は２１年目のチャリテイコンサートを迎えます。未だ、開催予定数
に至りません。開催へのご協力をお願い致します。 

１０月１５日（土） 宮崎・小林市／文化会館ホール 
１０月１６日（日） （未定）   

１０月１７日（月） 鹿児島・姶良市／加音ホール 
１０月１８日（火） （未定） 
１０月１９日（水） 福岡／西南学院大学ホール 

１０月２０日（木） （未定）   
１０月２１日（金） 佐賀・小城市／生涯学習センター多目的文化ホール 
１０月２２日（土） （未定）   

１０月２３日（日） （未定）   
１０月２４日（月） 徳島・阿南市／文化会館ホール 
１０月２５日（火） 香川・三木町文化交流プラザホール 

１０月２６日（水） （未定）   
１０月２７日（木） 移動日   
１０月２８日（金） 福島・いわき市／いわき市文化センターホール 

１０月２９日（土） 埼玉県内 or 関東ブロック 
１０月３０日（日） （未定）   
１０月３１日（月） 西東京市／こもれびホール 

 


